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１ 発表の趣旨１．発表の趣旨

東日本大震災後に行 た JLC TUFSでの東日本大震災後に行った、JLC‐TUFSでの

防災、特に震災対応に関するいくつかの試
み 報告すみについて報告する。

それをもとに、現段階での問題点を洗い出
し 他機関 方 と 意見交換を行し、他機関の方々との意見交換を行って、
今後の防災教育の方向性を検討したい。



構成

1 本発表の趣旨

構成

1．本発表の趣旨

2.JLC-TUFSにおける防災関連の活動報告おけ 防 関連 活動報告

2-1．留学生とつくる「JLC-TUFS災害対応マニュアル」

プロジェクト（中井）プロジェクト（中井）

2-2．地震を想定した避難訓練（宮城）
2 3 日本人学部生による地震ワ クシ プの試み（宮城）2-3．日本人学部生による地震ワークショップの試み（宮城）
2-4．防災教育のためのレベル別日本語教材開発

プロジェクト（花薗）

３．まとめ３．まとめ



２‐１．留学生とつくる
「JLC‐TUFS災害対応マニュアル」

プロジ クトプロジェクト
（中井）（中井）



活動の目的 概要活動の目的・概要

目的：留学生が主体的に地震についての知識を
学び、「災害対応マニュアル」を作成する

プロジェクトメンバー：教員4名、留学生寮チュータ1
名

4
名、

留学生9名、日本人学部生4名程度
時期：2011年度11月～2月（計7回）
活動内容：活動内容

(1)地震や防災についての基本的な知識を学習
(2)留学生寮用の「災害対応マニュアル」を(2)留学生寮用の「災害対応マニュアル」を

協働で作成



作成した「災害対応マニュアル」作成した「災害対応マニュアル」

 「地震の前」：非常時の連絡・避難方法「地震の前」：非常時の連絡 避難方法

の事前確認、非常袋の中身など

 「地震の最中」：落ち着いて行動し、いかに身を

守るか 情報を得るか守るか、情報を得るか

 「地震の後」：怪我人がいるかの確認と対処法 「地震の後」：怪我人がいるかの確認と対処法、

避難の流れ

シンポジウムで発表！シンポジウムで発表！









参加者のコメント参加者のコメント

留学生のコメント

協働で災害対応マニュアルを作成するプロセス
を通して 地震時の様々な状況を具体的に考え

留学生のコメント

を通して、地震時の様々な状況を具体的に考え
ながら防災に関する知識を得た。

情報へのアクセスの方法を学び、自分たちに
合ったマニュアルが作成できた。合ったマニュアルが作成できた。

日本人学部生のコメント

留学生との話し合いを通して、日本の学校で当
然のように学んできた防災の知識や行動を客観然のように学んできた防災の知識や行動を客観
的に見つめ直すことができた。



今 題考察・今後の課題

今後の課題

防災知識とそのアクセス方法を

学ぶだけでなく、

震災時に適切な行動がとれる

訓練の必要性訓練の必要性



2-2．地震を想定した2 2．地震を想定した
避難訓練から学ぶ

(宮城)



活動の目的 概要活動の目的・概要

抜き打ち的避難訓練→問題点を洗い出
し 関係者各人の意識を顕在化させるし、関係者各人の意識を顕在化させる。

実施日時：2012年4月20日（来日直後）の
１時限目と２時限目の間の休み時間。

緊急一斉放送 → 放送の指示に従っ緊急 斉放送 → 放送の指示に従っ
て、屋外に避難。



事後アンケートから見る問題点事後アンケ トから見る問題点

放送用機器に不慣れ

日本語・英語の表現の工夫

避難ルート、避難方法の再検討避難ル ト、避難方法の再検討

防災に関する情報を授業に組み入れることの
必要性必要性

教育機関側からの安否確認の限界教育機関側からの安否確認の限界



考察・今後の課題考察・今後の課題

（１）大学側の防災に対する大枠の整備とともに、

教職員各自の積極的行動 判断力の必要性教職員各自の積極的行動、判断力の必要性。

（２）防災の専門家との連携の必要性。（２）防災の専門家との連携の必要性。

（３）備蓄（食料・飲料水）に関する情報の周知。

●防災意識を高める活動の ●教職員間での意識●防災意識を高める活動の ●教職員間での意識

授業の中への組みいれ の共有化



2-3．日本人学部生による2 3．日本人学部生による
留学生に対する

地震ワークショップの試み
(宮城)(宮城)



活動の目的 概要活動の目的・概要

学部生ボランティア組織メンバーによる地
震ワークショップを実施震ワークショップを実施。

 2012年6月、留学生（約25名）対象の「多
文化コミュニケーション」授業内で実施。

ワークショップの目的：教員の視点から一ワ クショップの目的：教員の視点から
方的に情報を提供するのではなく、学生
同士の立場から地震について考える活動同士の立場から地震について考える活動
を通して、防災意識を高めること。



授業の実際授業の実際

日本人学部生：事前学習で知識を更新、整理。

４つの地震関連ゲ ム：留学生に絶えずグル プ ４つの地震関連ゲーム：留学生に絶えずグループ
で考えさせる。

留学生と共に、「唯一の正解」ではなく、「より安全
で現実的な解答」を考えた。で現実的な解答」を考えた。

日本人学部生・留学生双方の学び合いがみられ
たた。



考察 今後の課題考察・今後の課題

考察：留学生・日本人学部生・教員のそれぞ考察：留学生 日本人学部生 教員のそれぞ
れが防災意識を高め、自ら積極的に学び続け
る必要性を自覚する機会となったる必要性を自覚する機会となった。

今後の課題：活動の中で扱えなかった「街中
（都心）で地震に遭遇した場合」「国際交流会
館（寮）室で地震にあった場合」などを扱う必館（寮）室で地震にあ た場合」などを扱う必
要性。



２‐４.防災教育のためのレベル別
日本語教材開発プロジ クト日本語教材開発プロジェクト

（花薗）（花薗）



活動の目的 概要活動の目的・概要

テレビなど地震関係のニュースで放送さ
れる震災用語が聞いて分かるようになるれる震災用語が聞いて分かるようになる
ための防災教育の教材作成

開発中の教材の一部を用いて授業実践



教材作成とその試用

1コマ目・話し合い

教材作成とその試用

1コマ目・話し合い

a.「自国・日本での地震の体験」

書く→発表書く→発表

b.「日本での地震に対する備え」

少人数で話し合う→全体討議少人数で話し合う→全体討議

・文章の読解

「地震は明日にでも起こるかもしれない」「地震は明日にでも起こるかもしれない」

2コマ目 聴解：キーワードとなる語彙の一覧を確認

→実際の地震時のニ ス放送を聴解→実際の地震時のニュース放送を聴解

3コマ目 タスク：様々な地震の場面への対処について

ＰＣ教室のインタ ネ トで調べて発表ＰＣ教室のインターネットで調べて発表









学習者のコメント
＊以下の各項目について評価してください

 とてもそう思う ふつう そう思わない

学習者のコメント
 とてもそう思う ふつう そう思わない
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1 地震についての授業は役に 2 地震についての授業は 3 このような授業を来日直1.地震についての授業は役に 2.地震についての授業は 3.このような授業を来日直

立ちましたか？ おもしろかったですか 後の学生に、教えた方が

いいと思いますか？



考察 今後の課題考察・今後の課題

・ニュース報道などからのさらなるデータの
収集 蓄積収集・蓄積

・重要な「震災語彙」を扱った教材の作成
（初級・中級・超級）とその検証



３ まとめ３．まとめ

留学生 地域の人々

日本人学部生

教員教員
専門家



「自助、公助、共助」の姿勢

公助公助
大学の体制

避難訓練2-2.避難訓練

共助自助 共助
自身の身は 留学生同士

自助
自身の身は
自身で守る

留学生同士
日本人学生
地域の人達2‐1.災害対応マニュアル作成

2‐3 防災ワークショップ

地域の人達

2‐3.防災ワ クショップ

2‐4.防災教材の開発と試用
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